
心の健康問題の正しい理解のための普及啓発検討会報告書  

～精神疾患を正しく理解し、新しい一歩を踏み出すために～  

（平成16年3月）（概要）  

1．普及啓発の基本的方向   

≪現状認識≫  

○ 精神疾患は、誰でもかかる可能性のある病気であり、適切な治療の継続により、   

その症状は相当程度安定化し、軽快又は治癒する病気であるが、国民の間で、精   

神疾患に関する基本的な認識は不十分。  

○ 精神疾患や精神障害者に対する正しい理解の促進を図るため、あらゆる機会を   

通じて普及・啓発に正面から取り組むことが必要。  

≪今後の取組の基本的考え方≫  

○ 精神疾患を誰もが自分自身の問題として捉えることが重要であり、そうするこ   

とにより、精神疾患についての理解がより深まる。  

○ 精神疾患を正しく理解するだけでは不十分であり、理解に基づき、これまでの   

態度を変え適切に行動することができるようになることが重要。  

2．「こころのバリアフリー宣言」  

～精神疾患を正しく理解し、新しい一歩を踏み出すための指針～  

○ 全国民を対象として、精神疾患や精神障害者に対しての正しい理解を促すための基本   

的な情報を8つの柱として整理。  

※ 内容は別紙1を参照  

3．指針の趣旨の普及方法  

○ 当事者とのふれあいの機会を持つなどの地域単位の活動と、マスメディア等の   

様々なメディアを媒体とした活動のそれぞれの特性を活かした活動を対象者に応   

じて進めていくことが重要。  

○ 住民と第一線で接する保健医療福祉関係者、地域活動関係者、雇用や教育の関   

係者、行政職員、メディア関係者等が、それぞれまず理解を深めたいと考える対   

象者を念頭において、 対象者に応じた適切な情報を発信することにより、さらに   

対象者から情報発信の広がりが期待。  

※ 各主体別の取組は剋抵＿⊇＿を参照  

○ 国は、毎年10月末の精神保健福祉週間等を中心として集中的に知識を広く情報   

発信するなどにより、普及・啓発の取組が国民的な運動となるよう地方公共団体   

や各界各層に広く呼びかけ、必要な協力を実施。   


